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要旨 

 

本研究は内モンゴル自治区と日本の中学校 1年次における英語教科書の題材を比較・分析し

たものである。内モンゴル自治区(以下内モンゴルとする)は、中国の北部に位置し、モンゴル

族が居住している自治区である。中国の英語教科書は地域によって異なるため、筆者の出身地

－内モンゴルと留学先の日本における教科書の比較研究を行った。中学校のことを中国では初

級中学と言う。北京、上海などの地域では、小学校 3 年次から英語の授業を始めている。しか

し、内モンゴルでは、日本と同じように、中学校から英語を教える学校が多い。 

本研究のテーマを設定した理由は以下の 3点である。 

1)なぜ英語教科書なのか 

教科書は学習者が英語を学習する主たる教材である(沖原 1989:185, 河原 2002:269)。 

 2)なぜ題材なのか 

教科書の題材は思想性があり、重要な要素である(小寺 1987:89, 森住 1992:2, 1997:ⅲ, 

中村・峯村 2004:164)。 

 3)なぜ中学校 1年次なのか 

中学校 1 年生は精神活動が本格的に開花する時期で、これからの英語学習を方向づける特別

な時期である(小寺 1993:73, 森住 1997:ⅲ)。 

本論文の目的は以下の 3点である。 

1)内・日の学習指導要領における題材に関する項目を分析し、その重要性を考察する。 

2)内・日の教科書構成における題材を比較・考察する。 

3)内・日の教科書の本課・本文における題材を比較・考察する 

  研究の方法は次の通りである。まず、論文の構成は 3章立てであり、第 1章が教科書の概観

について、第 2章が教科書構成の比較について、第 3章が本課・本文の比較・分析についてで

ある。第 1章は研究の目的の 1番、第 2章と第 3章を目的の 2番と 3番に当てている。次に、

調査の対象は、2000年と 2006年に出版された中学校 1年次の検定済の教科書 10冊を調査す

る。なお、本論文では、新版と旧版の教科書を調査したが、新版の 2006 年版を中心として調

査する。 

 本研究をまとめると、第 1章では、両国の教科書制度と学習指導要領、題材の重要性と分類

について述べた。両国の学習指導要領または課程標準では、題材に関してどっちも強く扱って

いないことを明らかにした。第 2章では、内・日の教科書構成を分析し、全体像を明らかにし

た。日本の教科書では、伝統や習慣に関する挿し絵が多く見られるが、内モンゴルの教科書で

はモンゴル族の伝統や生活に関する挿し絵が全くない。第 3章では、本課・本文における題材

内容の比較・分析を行った。両国の教科書では人間教育が一番多く、平均 80%以上を占めてい

ることがわかる。内モンゴルの教科書で扱っていることばと異文化理解教育に関する題材の平

均値は 4.3%と 17.4%であり、日本が 17.4%と 56.5%である。 

両国の中学校英語の学習指導要領では、題材を大事に扱うことに関する検討が必要である。

中国はたくさんの少数民族を持つ特色がある国なので、内モンゴルの教科書では、モンゴル族

を含め、いろいろな民族に関する挿し絵を扱うべきである。 

  今後は、言語材料と言語活動についても研究し、日本の中学校 3 年間の英語教科書を分析、

調査して、内モンゴルの教科書改善に役立てたい。 
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